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砂漠の中の轍をたどること2時間あまり、
ようやく調査地のオアシスが彼方に
見えてきた。遠目にも高さ30メートルほどの
木がオアシスに密集しているのがわかる。
これが私とナツメヤシの出会いであった。
2009年よりアルジェリアで続けてきた、
サハラの小さなオアシスでの
フィールドワークから、ナツメヤシをめぐる
オアシスの知恵と現代オアシスが直面する
問題を考えてみたい。

ナツメヤシと人類
　ナツメヤシは私たち日本人にとって馴染み
のある木ではないだろう。しかし、砂漠のオ
アシスに住む人々にとって、ナツメヤシは欠
かすことができないものだ（写真1）。国連食
糧農業機構の統計によると、2011年のナツメ
ヤシの実（以下、デーツ）の生産量は全世界
でおよそ750万トンである。同じ年の日本の
コメ生産量が850万トンであることを考えれ
ば、デーツの生産量は決して少なくないこと
がわかるだろう。アルジェリアの2011年の生
産量は、69万トンで世界第5位であった。
　ナツメヤシと人類との付き合いは、紀元前
3000年頃にアラビア半島で始まった。高温・
乾燥に強いナツメヤシは、砂漠にうってつけ
の植物なのである。20世紀に入ってアメリ
カ大陸やアフリカ南部でも栽培されるように
なったが、ナツメヤシが分布する地域は、元
来、西はモーリタニアから東はインダス川流
域までと、熱帯砂漠の分布域とほぼ一致する。

驚くべきナツメヤシの品種数
　ナツメヤシには雌株と雄株があり、繁殖は
通常、雌株の根元に生える「ひこばえ」を株
分けすることによっておこなわれる。良質な

実をつける親木から、同質の実を産する苗を
とり、好みの品質の実を生産することが可能
となるわけだ。オアシスの人々は長い時間を
かけて好みの品種を作り上げてきた。その品
種数は驚くほど多く、アルジェリアの場合で
もわかっているだけで1000品種にも達する。
それぞれの品種は、固有の味、色、固さを持
ち、収穫期も異なる（写真2）。
　研究のカウンターパートで、アルジェリア
人植物学者のベンハリーファ氏の調査による
と、私たちの主な調査地であるイン・ベルベ
ル・オアシスで栽培されているナツメヤシ品
種は38種に達した。かつては存在していたが
今ではイン・ベルベルから消滅してしまった
品種も7種ある。ナツメヤシ品種の多様性に
は目を見張るものがあるが、デーツの換金栽
培が進んでいる地方では、保存性がよいデグ
レット・ヌール種の単一栽培導入によって品
種多様性はなくなりつつあるのだ。この品種
はヨーロッパにも輸出されている。

水を得るための知恵―フォッガーラ　
　ナツメヤシは高温・乾燥に強いが、植物で
あるがゆえその栽培には水が必要だ。では水
に乏しい砂漠でどうやって水を手に入れるの
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写真1　ナツメヤシの古木を見上げる老人（イン・ベルベル・オアシス）。 写真2　多様なナツメヤシ品種（ベンハリーファ氏）。

図1　フォッガーラのしくみ。
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か。それが北アフリカでは「フォッガーラ」
と呼ばれる地下水路を利用した水利システム
なのである。フォッガーラの起源地は、イラ
ンとアゼルバイジャン一帯で（「カナート」と
呼ばれる）、アフリカからユーラシアにかけて
の砂漠地帯に広く分布するが、南米や韓国に
もその技術は伝わっている。日本でも三重県
や奈良県に同様の水利システムがあり「マン
ボ」と呼ばれている。
　フォッガーラの構造は立坑と横坑から成
り、地下水の浸みだしとともに大気中の水分
を巧みに結露させるすぐれた乾燥地の水利シ
ステムだ。横坑を流れる水はやがて地表に出
て、櫛形の分水器（カスリー）を通じて、い
くつものオアシス農園に水を供給する（図1、
写真3）。農園に到達した水は一旦貯水池に
貯められ、数日に一度の割合で農園に植わっ
たナツメヤシ、コムギなどの作物に灌水がお
こなわれる（写真4）。人間の飲み水もフォッ
ガーラ水に頼ってきた。
　イランでは横坑の全長が数十キロメートル
にもおよぶ長大なものがあるが、サハラ・オ
アシスのフォッガーラは、長くてもせいぜい十
数キロメートルで数百メートル程度のものも多
い。ただし基本的な構造は世界中で同一だ。
　イン・ベルベルをはじめとしたサハラ・オ
アシスの場合、水を配分する責任者は、長い
間イマーム（イスラームの導師）であった。
水が貴重なオアシスの農業では厳密な水配分
が必要不可欠だ。自分の農園に少しでも多く
の水を引きたいとは誰しもが考えることだ。
そこで博識かつ宗教的素養をもつイマームの
出番となるのである。しかし、アルジェリア
の場合、社会主義政策によって、それぞれの
オアシスに「水管理委員会」がつくられ、水
利権と宗教の分離がおこなわれたのである。

オアシスの暮らしの変化
　「砂漠の知恵」によって長い間続いてきたオ
アシスの暮らしは、この40年で大きく変わっ
てきている。たとえば、フォッガーラのみに
頼ってきた水の供給の大部分は、今や150
メートルの深さから汲み上げられる水にとっ
て代わられ、日干しレンガの家屋は、コン
クリートブロックのものに建て替えられてい
る。さらに、2006年には、イン・ベルベル・
オアシスの近くに天然ガス発電所ができ、ほ

とんどの家に、空調機（エアコン）、冷蔵庫、
冷凍庫、テレビが備わっている。携帯電話も
2012年10月から通じるようになった。
　オアシスの食生活も大きく変化した。老人
から聞いた話では、1970年頃までは、「ラー
ディ」と呼ばれる小麦粉を練ったものが主食
だったそうだ。現代では、北アフリカでよく
食されるクスクス、マカロニ、コメがよく食
べられる（写真5）。「クスクス」の原料はコ
ムギであるため自家栽培も可能だが（コムギ
を買う場合もある）、コメはスペイン産、マカ
ロニもオアシスの外から運ばれてくるものだ。
　デーツ（現地ではアラビア語で「タムル」
と呼ばれる）は以前は朝食として食べること
もあったそうだ。今でも、「おやつ」としてよ
く食べる。料理の調味料やお菓子にも利用さ
れることもある。みんなでデーツを食べると
き、品種が話題にあがることもよくあり、ナ
ツメヤシ、デーツに対する人々の関心は変わ
ることはない。しかし電気が通じて以来、長
期保存と食味保持のためにデーツを冷凍する
ことが増えてきた。冷凍保存に適するデーツ
は、軟らかい食感の品種である。自然の条件
下で保存性が高い、硬い食感の品種に対する
嗜好は減少しているように見受けられる。も
しかしたら、イン・ベルベルのナツメヤシは
すべて軟らかい品種となってしまうかもしれ
ない。

オアシスの篤農家と将来
　イン・ベルベルの人口はこの100年で34倍
にも増え、限られた農園面積では、オアシス
で生活しつづけることは難しい。オアシスの
人々は農地の拡大を望み、政府も揚水井戸の
設置などでこうした要望に応えようとしてい
るがそれには限界がある。若者の多くは、オ
アシス外に仕事を求め、オアシスから流出し
ていく傾向が続いている。オアシスの人口涵
養力を考えれば仕方がない気もするが、若者
の流出が続けば、オアシスは衰退の一途をた
どることになるのだろうか。

　ただ、調査を通じて出会った人や出来事
の中に、オアシスの明るい将来を予感させる
ようなこともある。イン・ベルベルから東に
10キロメートルに位置するマトリユーヌ・オ
アシスのブージィマアさんは、もともと自分
の農園を持たない「小作農」であった（写真
6）。ザーウィヤと呼ばれる北アフリカ独特の
共有農園、あるいは他人の農園で働き、収穫
物の一部を得て暮らしていたのである。しか
し、1980年代に始まった深井戸掘削と農地
拡大政策によってブージィマアさんは自分の
農地を所有することができた。農業の技術と
知識に関して、長年農園でコツコツと働いて
きた氏の右に出るものはいない。彼の農園は
軌道に乗り、ナツメヤシをはじめとした農作
物を売り、6頭のラクダを貯蓄することもで
きた。ある日ブージィマアさんは、都市の大
学で勉強する長男のために、3頭のラクダを
売り、パソコン購入費用を捻出したのである。
ブージィマアさんの長男がマトリユーヌに戻
り、跡を継いで農民となることはまずないだ
ろう。しかし、オアシスで育まれた恵みがオ
アシス出身者の将来に役立ち、やがてその人
物がオアシスになんらかのフィードバックを
するときにこそ、オアシスの未来が開けてく
るに違いない。

アルジェリア

写真2　多様なナツメヤシ品種（ベンハリーファ氏）。

写真3　櫛形分水器（カスリー）。

写真4　ナツメヤシの樹間
にコムギが植わっている。

写真6　オアシスの篤農家、
ブージィマア氏。

写真5　日常的に食べられるよ
うになったクスクス。
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